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別紙１

公共政策プログラム履修表

海外語学演習

法学基礎 2 1

統治システム論 2 1

民法総則１ 2 1

民法総則２ 2 1

基本的人権１ 2 2

基本的人権２ 2 2

基礎演習 2 ※２ 2

外国書講読 2 ※３ 2

刑法総論 2 2

法哲学 2 2

物権法１ 2 2

物権法２ 2 2

債権総論１ 2 2

債権総論２ 2 2

国際法１ 2 2

国際法２ 2 2

国際政治学 2 2

政治学原論 2 2

政治過程論 2 2

政治思想史１ 2 2

行政学 2 2

社会学１ 2 2

行政法１ 2 3

行政法２ 2 3

税法１ 2 3

税法２ 2 3

外交史 2 3

日本政治史 2 3

政策システム論 2 3

初
修
外
国
語

公共政策
プログラム
（基本科

目）

※１
選択必修



法制史 2 2

刑法各論 2 2

契約法 2 2

不法行為法 2 2

親族法 2 2

相続法 2 2

戦争と平和の国際法 2 2

西洋政治史 2 2

政治思想史２ 2 2

アジア政治の基礎 2 2

社会学２ 2 2

社会調査論 2 2

社会調査法 2 2

法社会学 2 2

社会保障論 2 2

Legal System and Japanese Society 2 2

Politics and Foreign Relations of Japan 2 2

刑法応用 2 3

刑事訴訟法 2 3

刑事政策 2 3

民事訴訟法１ 2 3

民事訴訟法２ 2 3

民事執行・保全法 2 3

国際私法 2 3

国際政治経済学 2 3

安全保障論 2 3

アジア政治経済論 2 3

法社会学応用 2 3

演習１ 2 3

演習２ 2 3

演習３ 2 4

演習４ 2 4

※１　ゴシック６科目のうちから８単位選択必修とする。 ※５　他プログラム科目から，１２単位まで卒業要件単位に算入する

※２　公法，私法，政治学・社会学の各基礎演習があり，前期，後期 　　　ことができる。

　　　各２単位，計４単位まで履修できる。 ※６　毎年度開講されない授業科目もあるので，毎年度掲示される

※３　８単位を限度とし繰り返し履修できる。

※４　特講を開設する場合，その名称，単位数及び履修年次は，その

　　　都度教授会で定める。

　　　法学部授業時間割等で確認すること。

公共政策
プログラム
（関係科

目）



公共政策プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

地域や社会との関わりのなかで自らのあり
方や自己の役割を理解し，実践することを
通じて，社会の中で生き，活躍するために
必要な力を高める意識を持ち，修学に取り
組む態度を身に付ける。

社会の中で生き，活躍するためにどのような力を身
につけるべきか十分に理解し，修学するうえでの目
標を立てることができる。

社会の中で生き，活躍するためにどのような力を身
につけるべきか十分に理解することができる。

社会の中で生き，活躍するためにどのような力を身
につけるべきか理解することができる。

(2)
各学問領域が文化・社会とどのようにかか
わっているのかについて，説明できる

各学問領域が文化・社会とどのようにかかわってい
るのかについて，論理的かつ的確に説明できる。

各学問領域が文化・社会とどのようにかかわってい
るのかについて，適切に説明できる。

各学問領域が文化・社会とどのようにかかわってい
るのかについて，説明できる。

(3)
法学・政治学・社会学を中心とした社会科
学における基本的諸視点に関する知識・理
解

法学・政治学・社会学を中心とした社会科学にお
ける基本的諸視点を駆使して，現代社会の諸相を
多角的かつ的確に捉えることができる。

法学・政治学・社会学を中心とした社会科学にお
ける基本的諸視点を通して，現代社会の諸相を理
解することができる。

法学・政治学・社会学を中心とした社会科学にお
ける基本的諸視点を理解することができる。

(4)
法制度の体系的理解に不可欠な基本的知
識・理解

法制度の基本的知識を体系的理解に資する形で
十分に習得することができる。

法制度の基本的知識を体系的理解に資する形で
習得することができる。

法制度の体系的理解に不可欠な基本的知識を習
得することができる。

(5) 国際情勢と平和に関する基本的知識・理解
国際社会の基本構造を理解した上で，最近の国際
情勢と平和について高いレベルで解釈することが
できる。

国際社会の基本構造を理解した上で，最近の国際
情勢と平和について網羅的に理解することができ
る。

国際社会の基本構造を理解した上で，最近の国際
情勢と平和について基本的な知識をもつことがで
きる。

(6)
現代の国内，国際社会の成立基盤につい
ての歴史的，思想的淵源に関する基本的
知識・理解

現代の国内，国際社会の成立基盤についての歴
史的，思想的淵源に関して，十分な基本的知識を
有しており，また高度で的確な分析と検討を行うこ
とができる。

現代の国内，国際社会の成立基盤についての歴
史的，思想的淵源に関して，基本的な知識を有し
ており，また適切な分析と検討を行うことができる。

現代の国内，国際社会の成立基盤についての歴
史的，思想的淵源に関して，基本的な知識を有す
ることができる。

(7)
政治過程の動態や社会構造の内容に関す
る基本的知識・理解

基本的な知識に基づいて，現代の政治過程の動
態や社会構造の内容について，独自の解釈を付
すことができる。

基本的な知識に基づいて，現代の政治過程の動
態や社会構造の内容を適切に解釈することができ
る。

政治過程の動態や社会構造の内容に関して，基
本的な知識を有することができる。

(1) ≢ ┬ ≢─ ה
≢ ┬ ≢─ ה ⅜

⌐ ⌐≈ↄ⁹
≢ ┬ ≢─ ה ⅜

⌐≈ↄ⁹
≢ ┬ ≢─ ה ⅜ ⌐≈

ↄ⁹

(2)
╩ ⇔≡ ╛ ≢

⌂◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ╢↓≤⅜
≢⅝╢

╩ ⇔≡ ╛ ≢ ⌂◖
Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝
╢⁹

╩ ⇔≡ ╛ ≢ ⌂◖
Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝
╢⁹

╩ ⇔≡ ╛ ≢ ⌂◖
Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

(3)
─ ╩ ∆╢↓≤≢ ↄ

─ ╛ ╩ ≢⅝╢
─ ╩ ∆╢↓≤≢ ↄ─

╛ ╩ ™꜠ⱬꜟ≢ ≢⅝╢⁹
─ ╩ ∆╢↓≤≢ ↄ─

╛ ╩ ⌐ ≢⅝╢⁹
─ ╩ ∆╢↓≤≢ ↄ─

╛ ╩ ≢⅝╢⁹

(4)
⌐ ∆╢ ה ─ ה

╩ ™ ╩ ∆╢↓≤⅜
≢⅝╢

⌐ ∆╢ ≡™≈⌐ⱴכ♥─
╛Ⱡ♇♩ ─ ╩ ╘≡

╩ ה ⇔ √⌂ ╩ ∆╢↓
≤⅜≢⅝╢⁹

⌐ ∆╢ ≡™≈⌐ⱴכ♥─
╛Ⱡ♇♩ ─ ╩ ╘≡

╩ ה ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

⌐ ∆╢ ≡™≈⌐ⱴכ♥─
╛Ⱡ♇♩ ─ ╩ ╘≡ꜞ☻♩▪♇

ⱪ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(5)
─ ⌐╙≤≠⅝

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢

⌂ ⅛╠ ─ ה ⌐
№√╡ ≤⌂╢ ה ╩
∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹
─ ה ⌐ ∆╢ ⌂ ה

╩⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹
⌂≥╩ ≤⇔√ ─ ⌐

⇔ ⅛≈ ⌂ ⅛╠ ה
∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

⌂ ⅛╠ ─ ה ⌐
№√╡ ≤⌂╢ ה ╩
∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹
─ ה ⌐ ∆╢ ⌂ ה

╩⌂∆↓≤⅜≢⅝╢⁹

⌂ ⅛╠ ─ ה ⌐
№√╡ ≤⌂╢ ה ╩
∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

(6)
╛ ⌐ ∆╢ ⌐≈™

≡ ה ╩ ⌐ ה
∆╢↓≤⅜≢⅝╢

╛ ⌐≈™≡ ╩ ⌐⇔√
╩ ⌂ ⌂≥╩ ╘√

⌂꜠ⱬꜟ≢ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹

╛ ⌐≈™≡ ╩ ⌐⇔√
╩ ─ ⌂≥╩ ╘√ ─

꜠ⱬꜟ≢ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹

╛ ⌐≈™≡ ╩ ⌐⇔√
╩ ⌂꜠ⱬꜟ≢ ℮↓≤⅜≢

⅝╢⁹

(7)
─ ╛ ⌐⅔™≡

∂╢ ⌐≈™≡ ה ╩
⌐ ה ∆╢↓≤⅜≢⅝╢

╛ ⌐⅔™≡ ∂≡™╢
⌐≈™≡ ╩ ⇔ ∕╣⌐ ≠™≡
⌂ ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

╛ ⌐⅔™≡ ∂≡™╢
⌐≈™≡ ╩ ─ ⌐ ⇔≡

∆↓≤⅜≢⅝╢⁹

╛ ⌐⅔™≡ ∂≡™╢
⌐≈™≡ ╩╕≤╘≡ ∆╢↓≤⅜

≢⅝╢⁹

(1)

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制
度，構造に関する諸問題の分析・検討を行
い，関連する制度や法規を適切に対応させ
ることなどを通して，論点を整理することが
できる

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関する諸問題について分析し，多面的な視点
からの検討を加え，関連する制度や法規を適切に
対応させることなどを通して，論点を多角的かつ的
確に整理することができる。

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関する諸問題について分析・検討し，関連す
る制度や法規を適切に対応させることなどを通し
て，論点を十分に整理することができる。

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関する諸問題について分析・検討し，関連す
る制度や法規を適切に対応させることなどを通し
て，論点を整理することができる。

(2)

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制
度，構造に関して，批判的に考察し，自己
の主張を説得的に展開して，問題解決の
方向を示すことができる

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関して，複数の適切な根拠に基づいて自己の
主張を展開し，説得力のある結論を導き出して，具
体的な解決策を提案することができる。

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関して，複数の適切な根拠に基づいて自己の
主張を展開して，具体的な解決策を提案すること
ができる。

現代の法，政治，国際情勢，社会などの制度，構
造に関して，自己の主張を展開し，解決すべき問
題点を指摘することができる。

(3)

⅜ ⅎ╢ ─ כ♥╠⅛
ⱴ╩ ≈↑ ה ╩ ה
⇔≡ ⇔ ꜠ⱳכ♩≤⇔≡╕≤╘╢
↓≤⅜≢⅝╢

⅜ ⅎ╢ ─ ╩ⱴכ♥╠⅛
≈↑ ⇔√ ╩ ⌐ ⅜│∫⅝╡
≤⇔√ ⅜≢⅝ ╕√ ─꜠ⱳכ♩╩
∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

⅜ ⅎ╢ ─ ╩ⱴכ♥╠⅛
≈↑ ⇔√ ╩ ⌐ ⅛╡╛∆ↄ
⇔ ⅜ ↕╣√꜠ⱳכ♩╩ ∆╢↓
≤⅜≢⅝╢⁹

⅜ ⅎ╢ ─ ╩ⱴכ♥╠⅛
≈↑ ⇔√ ╩ ⌐ ⇔ ꜠ⱳכ♩
╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

(4)

⌐ⱴכ♥─ ∆╢ ⌂™⇔
⌐⅔™≡ ─ ╛
─ ╩ ♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ╘

≡ ⌐ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩∆
╢↓≤⅜≢⅝╢

─ ⌂™⇔ ⌐⅔™≡
⅜ ≢ ⌂♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ™

╩ ╘╢√╘─ ╩ ╠⇔√ⱪ꜠♀
fi♥כ◦ꜛfi⌐╟╡ ╩ ⌐ ⅝
⌐ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

─ ⌂™⇔ ⌐⅔™≡
⅜ ⌂♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ╘ ⌂
╩ ™≡ ╩ ╘╢√╘─ ╩ ╠

⇔√ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩∆╢↓≤⅜≢⅝
╢⁹

─ ⌂™⇔ ⌐⅔™≡ ♦▫
☻◌♇◦ꜛfi╩ ╘ ⌂ ╩ ™≡ⱪ
꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

総
合
的
な
力



評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 必修 １セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 １セメ 100 1 100

学教育入門2

必修

１セメ"�‘>Ü >Ý100平和科目2必修１セメ100 1

100



科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(3) (4)
総合的な力

(1)

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(6)
知識・理解 能力・技能

(7) (1) (7) (4)(2) (3)(2) (6) (4) (5)(5) (3) (1)(2)

専門教育科目 法制史 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 刑法各論 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 契約法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 不法行為法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 親族法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 相続法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 民事執行・保全法 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 国際私法 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 国際政治経済学 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 戦争と平和の国際法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 西洋政治史 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 政治思想史２ 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 アジア政治の基礎 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 社会学2 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 社会調査論 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 社会調査法 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 法社会学 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 社会保障論 2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 Legal System and
Japanese Society

2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 Politics and Foreign
Relations of Japan

2 選択 2 100 1 100

専門教育科目 刑法応用 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 刑事訴訟法 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 刑事政策 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 民事訴訟法１ 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 民事訴訟法２ 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 安全保障論 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 アジア政治経済論 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 法社会学応用 2 選択 3 100 1 100

専門教育科目 演習１ 2 選択 3 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 演習2 2 選択 3 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 演習3 2 選択 4 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 演習4 2 選択 4 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 外国書講読 2 選択 2 100 1 100



別紙４
公共政策プログラムカリキュラムマップ
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